
算数オンライン塾 10 月 27 日の問題 解説 
 

ＤＥとＢＣが平行で角ＥＦＣが直角ですから、角ＤＥＦも直角です。 

したがって三角形ＤＥＦは内角が 30°、60°、90°の直角三角形ですから、正三角形の

半分になるのでＤＥ：ＤＦ＝1：２になるので、三角形ＡＤＥと三角形ＤＢＦと三角形ＡＢ

Ｃは辺の比が１：２：３の正三角形になります。また 

三角形ＥＦＣは三角形ＤＥＦと合同で、三角形ＢＤＦの半分になります。 

よって三角形ＡＢＣの面積を９とすると、三角形ＡＢＣは１となり、三角形ＤＢＦは４とな

り、三角形ＥＦＣは２となるから、三角形ＡＤＥと三角形ＥＦＣの和は３なので 

２４÷９×３＝８ｃｍ２です。 

（答え）８ｃｍ２ 


